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平成２１年２月，国際連合教育科学機関（ユネスコ）が，“Atlas of the World’s 
Languages in Danger”を発表した。この中には，日本で話されているアイヌ語，

八丈方言，奄美方言，国頭方言，沖縄方言，宮古方言，八重山方言，与那国方言

の８言語・方言が含まれていた。 
 
文化庁でも，この発表を受けて，研究機関の協力の下，８言語・方言の実態調

査を行い，ユネスコの指摘のとおり消滅の危機にあることを確認した。その上

で，危機的な状況を改善するために，危機的な状況や取組事例を知り，それら言

語・方言の価値を理解してもらう場として，「危機的な状況にある言語・方言サ

ミット」を開催している。 
 
言語の多様性は文化の多様性の基盤であり，文化の活力の源である。そして，

生まれ育った地域の言葉は他に代えがたい重要な役割を持つ宝である。 
北海道・本州各地では，この危機的な状況をいち早く感じ，アイヌの先人たち

が，ユネスコの発表以前からアイヌ語の継承の取組を始めていた。その先進性と

成果に学ぶとともに各地の消滅の危機にある言語・方言の置かれている状況を

踏まえ，次のことを宣言する。 
 
アイヌ語をはじめとする消滅の危機にある言語・方言の継承のために，祖父母

世代，親世代が家庭や地域において自信を持って積極的に地域の言語・方言を使

用し，若い人たちが自然とそれに触れられるような環境を作り，若い人たちの使

いたい気持ちに優しい気持ちで応じていき，本サミットで生まれたつながりを

生かし，それぞれの地域において必要な取組を進めていく。 
 


